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2.2 重 合 法
容量 11(または31)のセパラブル三ロフラスコに,所定量の乾燥アスプルンドパルプをとり,過酸化水素




(ろ過残遭,試料 AP+重合した MMA)を秤量し,坂円らの方法5)に準じて,Fig･1の如 くホモポリマー,
枝ポリマ-を分離して次の各値を計算したo
① 全収量中のポリメタクリル酸メチル (PMMA)含有率 (PMMAcontent):






全重合率 (形)- 笥 諾 てこ 毒箸 xlOO
(亘 グラフト率 (percentgrafting):
グラフト率 (%) 憲 若く昔 (%AP/)諺 ,:100
C+D xlOO
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南 ･ほか :H202-Fez+レドックスシステムによる Ap-MMA グラフ トポリマーの調製
④ グラフト効率 (graftingeficiency)I.
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3. 結 果 と 考 察
3.1 グラフト重合法の検討
アスプルンドパルプ (AP) にビニルモノマーをグラフト重合させるにあたり, セリウム塩,有機過酸化
物,フェントン試薬を用いる3つの方法を比較検討した｡
セリウム塩法6)によるセルロースのグラフト重合については, 既に多くの研究があり7-16),総説でも数多










































































































































3.4 アスプルンドパルプ (AP)のエタノール ･ベンゼン抽出処理による MMAの重合率への影響
APのエタノール･ベンゼン (1:1)可溶部が MMA の重合に及ぼす影響を調べるために,APを室温
で抽出処理して,無処理 APのばあいと比較検討した01例を Fig･5に示す｡重合は FeSO4濃度 (6×
10-3mole/1)を一定にして行った｡ H202濃度が 0･6×10~2mole/1のばあいには,無処理 APでは殆ど重
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118×10-2mole/1以下の H202濃度においては, エタノール ･ベンゼン可溶部による重合禁止 (または抑
















mlまではモノマー量とともに増加し, 以後200mlまで一定 (80%)である｡PMMA含有率 もモノマー量
120mlあたりまで直線的に増加し,次第に定値 (75%)に近づく○グラフト率は,全重合率や PMMA合
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ある (パルプ5-20g,MMA15-60ml)｡パルプ量が5gのときは,殆ど MMA の重合は起こらず,15g
以上になると急激に重合が進む｡つまり,パルプ濃度が高いほど全重合率が高く,Fig･8のばあいと同様,
アスプルンドパルプの存在によって MMA の重合が促進されている｡したがって,MMA の重合率を高く
するためには,重合反応器中でのパルプスラリー の濃度を,撹拝が可能な限り,高くするのが良い｡先述し
たように, アスプルンドパルプのエターノ-ル ･ベンゼン混液 (1:1)可溶成分が MMA の重合に支障に
ならなかったのみでなく,パルプの存在が MMA の重合を容易ならしめている｡ 以前に,われわれが リグ
ノスルホン酸と MMA のグラフト重合を試みたとき, リグノスルホン酸の存在により MMA の重合が著
しく促進された31-33)こととも関連して･きわめて興味ある事実である｡この点につき,種田ら34)は,木質繊
維による過酎 ヒ水素の分解を調べ,多種の成分から構成されている木質繊椎が過酸化水素の分解に著しい梶
進作用をもつことが明きらかであるとしている｡ なお,井本35-37'や白石ら38)は, セルロース(木材卜 水-
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Reaction : Polym crizationproducts･
vields, :content,lofMMA






















〟. PMMA grafted o nto
ハ/ らling,nln,i
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が リグニンの4倍であるが,重合時間が長 くなると1に近づいてくる｡つまり,グラフト枝 (PMMA)は,
先ず炭水化物上に生成し,ついで リグニン上に生成する｡用いた AP表面の大部分がリグニンであると仮定
すると解釈に苦しむ結果であるが,炭水化物部分の方にグラフト活性点が生じやすい ものと考えられる｡坂














3) 重合系の APスラリー 濃度を高くするほど,全重合率は高くなった｡
4) APに生成する枝ポリマー量は,炭水化物部の方がリグニン部よりも多く,重量で 1-4倍であり,と
くに重合初期に炭水化物部に多く生成するものと考えられた｡
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